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研究成果の概要（和文）：本研究は、ユネスコ自然遺産の西表島や沖縄島北部やんばるにおいて、超音波の自動
録音装置と捕獲を組み合わせ、１）小コウモリ類の分布を解明し、２）分布と相対的密度に影響を与える環境要
因を特定し、３）人間の影響を評価し、4）保全の提言を行うことを目的とした。西表44地点国頭村70地点での
調査の結果、西表島はカグラコウモリが他の2種より録音頻度と地点数が少なかった。国頭村は洞窟棲が樹洞棲
コウモリ類より広く分布し、ヤンバルホオヒゲコウモリは非常に稀で水辺の老齢林を好むようであった。西表島
の観光業による洞窟ねぐらの撹乱とやんばるの老齢林の保全が、これら島のコウモリ個体群の回復のために必要
であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The goals of this research were to 1) determine current microbat 
distributions in Iriomote and Yambaru, both part of the UNESCO World Natural Heritage Site, 2) 
determine the environmental factors affecting these distributions and relative bat densities, 3) 
assess the extent of human impacts, and 4) make conservation recommendations. We surveyed 44 sites 
on Iriomote and 70 sites in Kunigami Village using automated acoustic recorders and supplemented our
 acoustic data by capturing bats. On Iriomote, Hipposideros turpis were recorded less often and at 
fewer sites than the two other cave-roosting species. In Kunigami, cave-roosting bats were more 
widespread than tree-roosting species. Myotis yanbarensis was concerningly rare and appears to 
prefer riparian old-growth forests. Our preliminary results suggest that tourism-related disturbance
 of cave roosts on Iriomote and the limited extent of old-growth forests in Yambaru need to be 
addressed to recover the bat populations of these islands.

研究分野：保全生物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はユネスコの世界自然遺産地域となった、西表島・沖縄北部やんばるにおいて、固有種でかつ絶滅危惧種
である小コウモリ類に着目した。コウモリ類は夜行性でかつ高い飛翔能力を持つため、中・南琉球におけるコウ
モリ類の調査は洞窟内の調査が中心であり森林棲コウモリ類の調査は行われてこなかった。この理由として森林
内の捕獲調査が危険で困難であり、生息密度が低い場合は捕獲効率が非常に低いことが挙げられる。本研究は、
自動録音装置と音響ルアーを併用した捕獲調査を行うことによって、小コウモリ類の網羅的調査に成功し、また
保全に関わる重要な知見を得た。また、観光ツアーがコウモリ類の脅威となっていることを指摘した。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通）  
 
１．研究開始当初の背景  
南⻄諸島には極めて多岐にわたる系統の動植物が⾒られるが、これは島々の成り⽴ちと気候が⼤

きく影響していると考えられる。これらの島々はもともと⼤陸の⼀部として誕⽣し、その後⼤陸
の他の地域との間に海峡ができる事で切り離された。また同じ⼤陸島であっても周辺の陸域と切
り離された時期が様々である事が知られ、それが今⽇の⽣物相の多様性と固有性を創出したと考
えられている。このような特異的な成⽴史とそこに⽣息する⽣物種の多様性・固有性がユネスコ
⾃然遺産の候補地として推薦された理由の１つとなった。  本研究で着⽬している⼩コウモリ類
は、中・南琉球域において確認されている種のほとんどすべてが固有種であり、重要な昆⾍⾷者
となっている。環境省のレッドリストや IUCN のレッドリストにおいて、また絶滅危惧種に指定さ
れており、宮古島のオキナワコキクガシラコウモリのように島によっては絶滅したとされている
種もある。これは、これらの種が⽣息可能な環境が島という狭い地域では限られているためと考
えられている。   
本研究で対象とする中琉球には、洞窟を昼間のねぐらとする（洞窟棲）オキナワコキクガ

シラコウモリ（Rhinolophus pumilus）、リュウキュウユビナガコウモリ（Miniopterus fuscus）
および、ごく限られた森林内の樹洞や枯葉をねぐらとする（森林棲）ヤンバルホオヒゲコ
ウモリ（Myotis yanbarensis）とリュウキュウテングコウモリ（Murina ryukyuana）の⽣息
が知られている。なお，ヤンバルホオヒゲコウモリとリュウキュウテングコウモリは 1996 
年に初めて捕獲された個体に基づき 1998 年に新種記載された種である。⼀⽅南琉球には、
洞窟棲で⼋重⼭地域の固有種であるカグラコウモリ（Hipposideros turpis）、ヤエヤマコキ
クガシラコウモリ（Rhinolophus perditus）の２種に加え、リュウキュウユビナガコウモリ
（Miniopterus fuscus）が⽣息していることが知られているが、森林棲コウモリ類は⽣息し
ていないとされている。  

 
このような状況において、中・南琉球域の⼩コウモリ類の分布域は⼈為的な影響を強く受け、ね
ぐらとして利⽤される洞窟や樹洞の喪失、餌動物の資源量の減少などによって制限されてきたと
考えられている。しかし、これまで これらの地域で網羅的な分布調査やコウモリの⽣息に対する
⼈為的な影響の評価は⾏われたことはない。また、これらの⼩コウモリ類がどのような環境を選
択し⽣息しているのかは明確になっていない。このため、ユネスコ⾃然遺産となった現在でも明
確な保全プランを⽰すことができていない。  
  
２．研究の⽬的  
本研究は、中・南琉球域で初めて網羅的な調査を計画し、１）ユネスコ⾃然遺産の候補地（申請

時）における現在の⼩コウモリ類の分布状況を把握し、２）これらのコウモリ類の分布に与える
環境要因と相対的な⽣息密度を明らかにし、３）各調査地を⽐較する事で⼈的影響の程度を評価
した上で、４）明確な保全モデルの確⽴を⽬的とした。  
  
 



３．研究の⽅法  
⼩コウモリ類は夜⾏性でかつ⾼い⾶翔能⼒を持つため、調査技術の確⽴が⼗分になされて来なか
った。また、これまで中・南琉球における⼩コウモリ類の調査は洞窟内の調査が中⼼であった。
これは、森林内の捕獲調査が危険を伴う困難なものであり、捕獲調査を⾏ったとしても⽣息密度
が低い場合は捕獲効率が⾮常に低いことが挙げられる。  
本研究では、分布調査を⾏うにあたり、⼩コウモリ類の発する超⾳波を⾃動で録⾳する装
置を森林内に設置して録⾳を⽤い、
⾶翔している種の特定と⾶翔密度を
⾳声の録⾳率から推定する。また、
捕獲効率を上げるために⾳響ルアー
を⽤いる。なお、本研究が対象とす
る地域に⽣息するコウモリ類の発す
るエコロケーション⾳のデザインと
周波数域は種特異的であることが分
担者の Vincenot のチームによってす
でに⽰されている（図１）。  
  
４．研究成果  

 １）⻄表島調査 

コロナ禍の影響を受けて、予定より調
査回数が少なく なったが、⻄表島では 
2019 年 2 ⽉、 2019 年 11 ⽉、2021 年 
10 ⽉―11 ⽉ の 3 回に分けて特別保護
地区を含む 島全域において、網羅的な
録⾳調査 を⾏った（図２）。このうち
2019 年の 2 ⽉および 11 ⽉の調査 では
のべ 44 ヶ所 113nights の録⾳を⾏っ
た。その結果、⼀晩当たりの録⾳コー
ル数が最も多かっ たのはリュウキュウ
ユビナガコ ウモリとなった。また、 
ヤエヤマコキクガシラコウモリは最も
多くのサイトで⾳声が録⾳されたが、カグラコウモリは他の 2 種と⽐較して限られ た場所で録⾳
される傾向があることが明らかとなった（図３A）。これまで⻄表島 で確認されている⼩型コウモ
リ 3 種の他に、これまで知られていない種と思われる周波数 帯が低い⾳声が 2019 年 11 ⽉に２箇
所で録⾳された（図３D）。これは、本研究で⽣息の可 能性を考えていた北琉球ヤンバルで⾒られ
るような森林棲のコウモリ類の⾳声ではなく、 樹冠の上などのひらけた空間を⾶翔する種、例え
ばヤマコウモリ Nyctalus 属に⾒られるよ うな⾳声であった。このほか、リュウキュウユビナガコ
ウモリと思われる F M 型の⾳声に Q C F 型の⾳声部位を持たない⾼⾳タイプ(終部周波数が 48-
50k Hz)と、Q C F 型⾳声部位を 持つやや低⾳タイプ(終部周波数が 42-44k Hz)録⾳された。これら
が全てリュウキュウユビ ナガコウモリの⾳声であるのか、別種のものであるのかを明らかにする
ため、2021 年 10- 11 ⽉にリュウキュウユビナガコウモリがねぐらとする洞窟前での録⾳調査を⾏
った。この 調査で録⾳された⾳声については、詳細を解析中であり、まだ結論には⾄っていな
い。 以上、⻄表島において、島全体を⾶翔している種（ヤエヤマコキクガシラコウモリ、リュ ウ
キュウユビナガコウモリ）と、限られた場所を⾶翔していると考えられる種（カグラコウ モリ）
があることが明らかになった。また、これまで確認されていない種が⽣息している可 能性が明ら
かになったため（低い F M 型の⾳声や、ヤマコウモリ属の⾳声）、これらの可能 性を確認するた
めに継続して調査を⾏う必要があると考えられる。加えて、また、2021 年 の調査において、島で
洞窟ツアーが観光資源として注⽬されており、コウモリ類の繁殖期も 含めて頻繁に洞窟にツアー



として観光客が⼊洞していることが明らかになった。これらの ことから、今後島のコウモリ類の
保全については、種ごとの利⽤場所の特定や洞窟ツアーの⽣息数に与える影響等を詳細に調査す
る必要があると考えられる。 

 

A  

 
  
２）やんばる調査  

 2018 年 8⽉から沖縄島北部国頭村で⾏っていた調査の追加調査として、同地域で 2019 年 5⽉
ー6⽉、2019 年８ー9⽉の２回にかけて録⾳調査を⾏った。このうち 2018 年 8⽉から 2019 年 9
⽉にかけてランダムに選択された７０ヶ所から 285GBの録⾳データを採集し、解析を⾏った。そ
の結果、⼀晩あたりの録⾳コール数が多い順に、オキナワコキクガシラコウモリ、リュウキュウ
ユビナガコウモリ、リュウキュウテングコウモリ、およびヤンバルホオヒゲコウモリが録⾳され
た。最も多くのサイトで録⾳された順も同じであった。洞窟棲のコウモリ種は⽐較的広く分布し
ていたが、森林棲であるリュウキュウテングコウモリとヤンバルホオヒゲコウモリは森林内にし
か分布しなかった。特に、ヤンバルホオヒゲコウモリの分布が⾮常に限られており、河川に近い
サイトでしか録⾳されなかった。⽼齢林とそこを通る河川に頼るようであり、それらの環境を保
全することはこの種の保全に重要だと考えられた。以上のことを盛り込んで保全に関して提⾔で
きるように準備中である。 

B   

C   D   

図 3   種ごとの⼀晩当たりの録⾳数および録⾳されたサイト (2019 年２⽉および 2029 年 11 ⽉）   

A ：カグラコウモリ、 B ：リュウキュウユビナガコウモリ、 C ：ヤエヤマコキクガシラコウモリ、 D ：種不明   
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